
日時：令和2年2月25日 14：00～16：30
場所：西三河総合庁舎

資料3

土砂の問題について、市民部会発のイベント
勉強会

流域一体化に向けたイベントに参加
三河湾大感謝祭

流域一体化に向けたイベントに参加
2019矢作川感謝祭

中山間地振興の活動情報を共有・ネットワークづくりを支援
事例集交流会2019



5.（2）川部会の活動進捗報告
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生き物の棲みやすい
川づくり（上下流問題）
多様な物理環境と生物生息環境の創出

＜テーマ＞
①本川モデル
・関係者（国交省、豊田市、明治用水、中部電力）との意見交換
・土砂に関する議論からの望ましい像の提案

＜解決手法＞

②家下川モデル
・水系の河川情報の集積（生物多様性の保全・川利用）
・市民主体による小さな自然再生の取り組み

地域の人々と川との関係を中心とした、
地先の課題
（河川空間の利用・保全のあり方）

③地先モデル
・『流域圏担い手づくり事例集』作成活動への参加
・ごみの問題等の課題の解決に向けた市民への啓発

《令和元年度の当初目標》
9年間の取り組みの成果をとりまとめるとともに、これまでのテーマについて、ひきつづき
情報共有と意見交換を行う。



5.（2）川部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動スケジュール

活動（参加者数） 日時 場所

第50回ＷＧ (23名) 7月30日（火）
14:00-17:00 豊田市崇化館交流館4階 第2会議室

第51回ＷＧ (20名) 9月2日（月）
14:00-17:00

郷東川（安城市内）の現地視察
安城市役所さくら庁舎2階 会議室

第52回ＷＧ (26名） 10月15日（火）
14:00-17:00

岩本川（豊田市内）の現地視察
豊田市職員会館 第一会議室

第11回川部会
まとめの会 （15名）

12月17日（火）
14:00～17:00 豊田市崇化館交流館3階 第1研修室
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川部会の活動として、WGを3回、まとめの会を1回開催した。
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＜関係者との意見交換＞

○事務局より総合土砂管理計画の概要と現在の進捗状況について説明し、情報共有を
行った。

○豊田市や安城市、中部電力の関係者と積極的に意見交換を行った。

5.（2）川部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動成果

①本川モデル ｜ 今年度の活動方針に対する進捗状況

＜土砂に関する議論からの望ましい像の提案＞

○第15回勉強会（11月22日）で運用後の小渋ダム土砂バイパスを見学し、土砂バイパ
スの構造と運用後に見えてきた課題について、天竜川ダム統合管理所の方にご説明いた
だいた。

バイパス内を流れた石 流れた土砂や石により削られた塗装 天竜川ダム統合管理所の説明
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②支川モデル ｜ 今年度の活動方針に対する進捗状況

＜水系の河川情報の集積（生物多様性の保全・川利用）＞

○郷東川で安城市が取り組んできた多自然川づくりについて、現地視察を行った。
○安城市が取り組む水田貯留事業に関して、安城市の神谷様より話題提供いただき、意見交
換を行った。

5.（2）川部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動成果

家下川だけではなく、他支川にも着目したWGを開催したいという意見をもとに検討し、「家下川モデル」から
「支川モデル」に変更した。

郷東川の現地視察 岩本川の現地視察 岩本川の水生昆虫の観察

＜市民主体による小さな自然再生の取り組み＞

○豊田市の岩本川で、豊田市と矢作川研究所、地域住民が協力して取り組んできた「市民主
体による小さな自然再生」の現地視察を行った。現地では矢作川研究所の山本大輔研究
員に説明いただいた。
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③地域連携モデル ｜ 今年度の活動方針に対する進捗状況

5.（2）川部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動成果

＜『流域圏担い手づくり事例集』作成活動への参加＞

○事例集の作成は中止となり、代わりに10年を迎える流域圏懇談会のまとめとして、川部会
メンバーが考える矢作川のこれまでの流れをまとめた矢作川流域圏年表を作成した。

＜ごみの問題等の課題の解決に向けた市民への啓発＞

○国土交通省が策定を検討している「河川ごみ対策の手引き（仮称）」に関して、矢作川に
おいて生活ごみやペットボトルなどの「散乱ごみ」が多いと考えられる場所について、情報共有
を行った。

矢作川で「散乱ごみ」が多く確認されると思われる場所をマッピング

よりイメージしやすく、地域の連携にも着目した話し合いをめざして、「地先モデル」から「地域連携モデル」に
変更した。



5.（2）川部会の10年のふりかえり
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①流域年表（川部会） 詳細は、「資料4」をご覧ください。



5.（2）川部会の10年のふりかえり
②川部会の10年のふりかえり一覧 詳細は、「資料5」をご覧ください。

課題 テーマ これまでの課題 これまでの取組み 見えてきた課題 今後の試み

生
き
物
の
棲
み
や
す
い
川
づ
く
り

本
川
モ
デ
ル

支
川
モ
デ
ル

地
域
の
人
々
と
川
と
の
関

係
を
中
心
と
し
た
、
地
先
の

課
題

地
域
連
携
モ
デ
ル
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ごみの問題等の課題の解決に向け
た市民への啓発

河川環境改善実験による改善
策の作成

土砂管理に関する取り組みの具体化

合流点の様子・支川の合流点の少
し上流部分の形態評価

地先の活動内容の把握・評価

水系の河川情報の集積
（生物多様性の保全・川利用）

本川内の地点別評価

流域を移動する物質についての
議論（一部合同部会で実施）

農業・工業・生活用
水についての議論

川沿いを歩きながらの議論

他
部
会
と
の
協
働
（
特
に
海
部
会
）
・
課
題
に
対
す
る
川
部
会
主
導
の
行
動

メンバーの拡大、
市民の議論参加
の拡大

懇談会が主体となる環
境改善手法の具体化

生きものの棲み
やすい川づくり
に関する議論

矢作川本川の各地点評価

土
砂
や
川
の
形
、
生
物
の
視
点
か
ら
の
川
の
望
ま
し
い
像
に
関
す
る
議
論

矢作川の水を利用する水
域外との関連性の理解

バ
ス
ツ
ア
ー
に
お
け
る
川
部
会
が
抱
え
る
課
題
の
発
信

川
沿
い
ウ
ォ
ー
ク
の
実
施

水
系
の
河
川
情
報
の
集
積

（
生
物
・
防
災
・
管
理
者
の
境
界
）

ごみに関する情報共有

矢作川流域圏年表の完成

矢作川の源流から海までの全てを
視察するバスツアーを開催した。
（平成23年）

小渋ダムの土砂バイパスを観察し、
総合土砂管理の知見を深めるとと
もに、土砂管理委員会の進め方に
ついて意見交換を行った（平成
27年）

矢作川研究所が取り組む阿摺ダム
下流のアユの生息環境の復元実験
の現地確認（平成29～30年）

家下川湛水防除事業の概略設計の
周知と意見交換、郷東川の多自然
川づくり（安城市）、岩本川の市
民による小さな自然再生（豊田
市）の現地視察を行った。（平成
25～令和元年）

家下川合流点から矢作古川分派点、
乙川の管理者が抱える問題などの
集約。流域の活動団体へのヒアリ
ング、流域圏担い手づくり事例集
との協働（平成24～30年））

「河川ごみ対策の手引き（仮称）」
に関する情報共有（令和元年）



テーマ別の活動方針（例）
①本川モデル

5.（2）川部会の次年度の活動目標（案）
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○来年度は、10年間の取り組みの成果をとりまとめる。また、これまでのテーマについては、複数の
モデルにまたがる課題も出てきていることから、テーマの設定を見直すことも視野に入れ、引き続
き情報共有および話し合いを行う。

• 土砂や川の形、生物の視点からの川の望ましい像に関する意見交換
• 置き土実験に関する情報共有
• 川部会が抱える課題の他部会への発信（バスツアーなどにおいて）

②支川モデル
• 水系の河川情報の集積（生物・防災・管理者の境界）
• 川沿いウォークの実施（町中・山中の川沿いを歩くことも含める）

③地域連携モデル
• 矢作川流域圏年表の完成
• ごみ問題に関する情報共有

次年度の活動目標（案）
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